【避難計画作成例：医療機関及び社会福祉施設等（入院・入所施設）】

＜別紙５＞

応急対策本部の組織体制

【施設名】

	組織名
	役職名
	職・氏名
	担当業務

	
	本部長
	施設長
○○○○
	・総括責任（原子力災害応急対策の実施全般についての指揮）

	
	副本部長
	○○○○
	・本部長の補佐

・避難状況の取りまとめ

・本部長に事故があった場合の代理

	連絡調整班
	班長
	○○○○
	・災害情報の収集

・行政機関等との連絡調整、支援要請

・職員への連絡

・施設利用者の家族等への連絡

	
	班員
	○○○○

○○○○
	

	安全確認班
	班長
	○○○○
	・施設、設備の被害状況の確認、安全確認

・ドア、窓を閉め、換気扇を止める

・火の元の確認

	
	班員
	○○○○

○○○○

	

	応急物資班
	班長
	○○○○
	・備蓄食糧、資機材の点検

・持出品の確認

・避難場所における必要物資、職員等の不足状況の把握

	
	班員
	○○○○

○○○○
	

	避難誘導班
	班長
	○○○○
	・施設利用者への状況説明

・施設利用者の安全確認、状況把握

・施設利用者の避難準備、避難誘導

・施設利用者の家族等への引渡し

	
	班員
	○○○○

○○○○

○○○○
	

	救護班
	班長
	○○○○
	・避難場所における施設利用者の健康状態の把握

・避難先との連携

・施設利用者の健康状態の把握

	
	班員
	○○○○

○○○○

○○○○
	


※この対策本部の組織体制は例示であり、施設の規模、施設利用者及び職員数を考慮して、実態に合った組織とすること。また、地震・津波災害等の自然災害に関する既存の対策組織がある場合は、既存の対策組織に原子力災害に関する対応を加える等して共通化を図ること。
